
沖縄県海浜公園の設置及び管理に関する条例 (平成12年３月31日条例第48号)

最終改正:令和５年３月31日条例第２号

改正内容:令和５年３月31日条例第２号 [令和５年４月１日]

○沖縄県海浜公園の設置及び管理に関する条例

平成12年３月31日条例第48号

改正

平成16年12月28日条例第47号

平成17年３月31日条例第10号

平成17年10月26日条例第51号

令和５年３月31日条例第２号

沖縄県海浜公園の設置及び管理に関する条例をここに公布する。

沖縄県海浜公園の設置及び管理に関する条例

（設置）

第１条　海浜におけるレクリエーションの場を県民に提供し、もって県民の健康及び福祉の増進に資するため、沖縄県海浜公園（以下「海浜公

園」という。）を設置する。

（名称及び位置）

第２条　海浜公園の名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 位置

金武湾港宇堅海浜公園 うるま市字宇堅

中城湾港安座真海浜公園 南城市知念字安座真

（海浜公園の管理）

第３条　海浜公園の管理は、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第244条の２第３項の規定により、法人その他の団体であっ

て県が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に行わせるものとする。

（指定管理者の業務）

第４条　指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。

(１)　第10条に規定する行為の許可に関する業務

(２)　第11条に規定する利用の禁止又は制限に関する業務

(３)　第12条に規定する行為の許可の取消し等に関する業務

(４)　第14条に規定する利用料金の収受に関する業務

(５)　海浜公園の施設の維持及び修繕に関する業務

(６)　前各号に掲げるもののほか、海浜公園の管理運営に関して知事が必要と認める業務

（指定管理者の指定の申請）

第５条　第３条の規定による指定を受けようとするものは、規則で定める申請書に事業計画書その他規則で定める書類（以下「事業計画書等」と

いう。）を添えて、知事に提出しなければならない。

（指定管理者の指定等）

第６条　知事は、前条の規定による申請があったときは、次に掲げる基準により審査し、最も適切に海浜公園の管理を行うことができると認める

ものを候補者として選定し、議会の議決を経て指定管理者を指定するものとする。

(１)　事業計画書等の内容が、県民の公平な利用を確保できるものであること。

(２)　事業計画書等の内容が、海浜公園の効用を最大限に発揮させるものであるとともに、効率的な管理がなされるものであること。

(３)　事業計画書等に沿った管理を安定して行う物的及び人的能力を有するものであること。

(４)　前３号に掲げるもののほか、海浜公園の設置の目的を達成するために十分な能力を有するものであること。

２　知事は、前項の規定による選定をしようとするときは、あらかじめ、沖縄県海浜公園指定管理者制度運用委員会の意見を聴かなければなら

ない。

３　前項の規定は、法第244条の２第11項の規定により、指定管理者の指定を取り消そうとする場合に準用する。

（沖縄県海浜公園指定管理者制度運用委員会）

第７条　この条例の規定に基づく諮問に応じて調査審議を行わせるため、沖縄県海浜公園指定管理者制度運用委員会（以下「運用委員会」とい

う。）を置く。

２　運用委員会は、この条例に定めるもののほか、海浜公園に係る指定管理者の選定及び指定管理者が行う海浜公園の管理に関する重要事

項について、知事の諮問に応じて答申し、又は建議することができる。

３　運用委員会は、委員４人以内で組織する。

４　委員は、学識経験のある者その他知事が適当と認める者のうちから、知事が任命する。

５　委員の任期は、３年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

６　委員は、再任されることができる。

７　委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また、同様とする。

８　前各項に定めるもののほか、運用委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。

（指定管理者の指定等の告示）

第８条　知事は、第６条第１項の規定により指定管理者を指定したときは、その旨を告示しなければならない。
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２　前項の規定は、法第244条の２第11項の規定により、指定管理者の指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部又は一部の停止を

命じた場合に準用する。

（行為の禁止）

第９条　海浜公園において、次に掲げる行為をしてはならない。

(１)　海浜公園を損傷し、又は汚損すること。

(２)　竹木を伐採し、若しくは植物を採取し、又はこれらを傷つけること。

(３)　土地の形質を変更すること。

(４)　爆発物その他の危険物を持ち込むこと。

(５)　立入禁止区域に立ち入ること。

(６)　広告を表示すること。

(７)　風紀を乱し、その他海浜公園の利用者に著しく迷惑をかけること。

(８)　前各号に掲げるもののほか、海浜公園の利用を妨げる行為をすること。

（行為の制限）

第10条　海浜公園において、次に掲げる行為をしようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようと

するときも、同様とする。

(１)　物品の販売、募金、宣伝活動その他これらに類する行為をすること。

(２)　業として写真又は映画を撮影すること。

(３)　興行を行うこと。

(４)　競技会、展示会、集会その他これらに類する催しのために海浜公園の全部又は一部を独占して使用すること。

(５)　花火、キャンプファイヤー等火気を使用すること。

(６)　指定された場所以外へ車輛等を乗り入れ、又は止め置くこと。

２　指定管理者は、前項各号に掲げる行為が公衆の海浜公園の利用に支障を及ぼさないと認める場合に限り、同項の許可を与えることができ

る。

３　指定管理者は、第１項の許可に海浜公園の管理上必要な範囲内で条件を付すことができる。

（利用の禁止又は制限）

第11条　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、海浜公園を保全し、又はその利用者の危険を防止するため、区域を

定めて海浜公園の利用を禁止し、又は制限することができる。

(１)　海浜公園の損壊その他の理由によりその利用が危険であると認められる場合

(２)　海浜公園に関する工事のため、やむを得ないと認められる場合

（監督処分）

第12条　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、第10条第１項の規定によってした許可を取り消し、その効力を停止し、若

しくはその条件を変更し、又は行為の中止、原状回復若しくは海浜公園からの退去を命ずることができる。

(１)　第９条又は第10条第１項に違反している者

(２)　詐欺その他不正の行為により第10条第１項の許可を受けた者

(３)　第10条第３項の規定により許可に付した条件に違反している者

(４)　第11条の規定に基づく処分に違反している者

２　指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、第10条第１項の許可を受けた者に対して、前項に規定する処分をし、又は

同項に規定する必要な措置を命ずることができる。

(１)　海浜公園に関する工事のため、やむを得ない必要が生じた場合

(２)　海浜公園の保全又は公衆の海浜公園の利用に著しい支障が生じた場合

(３)　海浜公園の管理上の理由以外の理由に基づく公益上やむを得ない必要が生じた場合

（有料施設）

第13条　有料施設（海浜公園の施設のうち有料のものをいう。以下同じ。）は、別表のとおりとする。

（利用料金）

第14条　有料施設を利用する者は、利用の際、指定管理者に対し有料施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）を納めなければならな

い。

２　前項の利用料金の額は、海浜公園の維持及び管理に必要な費用を有料施設の利用予定者数で除して得た額を限度として、指定管理者がこ

れを定める。

３　指定管理者は、前項の規定により利用料金を定めようとするときは、あらかじめ知事の承認を受けなければならない。利用料金を変更しようと

するときも、同様とする。

４　第１項の規定により指定管理者に納められた利用料金は、当該指定管理者の収入とする。

５　知事は、第３項の承認をしたときは、これを告示するものとする。

（有料施設の供用期間等）

第15条　有料施設の供用期間及び供用時間は、規則で定める。

（損害の賠償）

第16条　海浜公園の利用者は、海浜公園の施設を汚損し、損傷し、又は滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。ただし、知事は、

やむを得ない理由があると認めるときは、賠償額を減額し、又は免除することができる。

（事業報告書の提出）

第17条　指定管理者は、毎年度終了後30日以内に、規則で定めるところにより事業報告書を作成し、知事に提出しなければならない。

（委任）

第18条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附　則



この条例は、公布の日から起算して３月を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。

（平成12年３月規則第121号で、同12年４月１日から施行）

附　則（平成16年12月28日条例第47号）

（施行期日）

１　この条例は、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施

行する。

（平成17年３月規則第17号で、同17年４月１日から施行）

（準備行為）

２　改正後の第６条の規定による指定管理者の指定及びこれに関し必要な手続その他の行為は、この条例の施行前においても、改正後の第５

条及び第６条の規定の例により行うことができる。

附　則（平成17年３月31日条例第10号抄）

（施行期日）

１　この条例は、平成17年４月１日から施行する。ただし、第17条の規定は、沖縄県海浜公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例（平成16年沖縄県条例第47号）附則第１項本文で規定する規則で定める日から施行する。

附　則（平成17年10月26日条例第51号）

この条例は、平成18年１月１日から施行する。（後略）

附　則（令和５年３月31日条例第２号）

この条例は、令和５年４月１日から施行する。



別表（第13条関係）

海浜公園名 有料施設名

金武湾港宇堅海浜公園 駐車場

シャワー

中城湾港安座真海浜公園 駐車場

シャワー


